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Yahoo! JAPANのこれまでの 
災害・防災に関する取組み 
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１）必要な情報が公開されない 
  ⇒公開範囲の統一基準などがない、毎回実用レベルで

の議論が発生 
 
２）必要な情報がデジタル化されていない 
  ⇒ITの特性が活かせない 
 
３）連携しないデータ 
  ⇒汎用的なコードで、統一されたフォーマットがない 
 
４）同じものをたくさん作っている 
  ⇒プラットフォームを共有することでコスト削減も 
     ※具体例 ハザードマップ 

東日本大震災で見えた課題 
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自治体との連携が 
一つの解決になるのでは？！ 
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2011年11月 

避難所名簿フォーマットも提供 

キャッシュの事前承諾 
避難所データ掲載 

自治体との災害協定
締結開始 

174自治体（2014年3月12日） 

5 



Yahoo! JAPANと 
公共情報コモンズ 
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必要な情報を必要な人へ 

エリアに合わせ 
情報の出しわけ 

・地震・津波などの「震災情報」 
・原発・放射線などの「原発情報」 
・計画停電などの「節電情報」 
・ボランティア・募金・復興支援などの「支援情報」 
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2011年7月 

災害情報のアラート 
サービス 
 
（地震・津波・豪雨・噴火・放射線・電力使用量など） 

防災速報 

3地点 事前登録 
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Yahoo!防災速報アプリトップページ 
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2012年12月  
現在地の災害の自動通知 

位置情報に対応 
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共通のルール整備、フォーマットの統一化、 
データポータルの構築 

NPO/ 
ボランティア 

政府、自治体 

避難所 

企業 
プラット 
フォーム 

A社 

B社 

C社 

政府、自治体 

閲覧 
ユーザー 
（国民、
政府、事
業者） 

11 



一般財団法人マルチメディア振興センター 
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公共情報コモンズ 



2013年8月 
公共情報コモンズと避難情報での連携開始 
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※「防災速報」とスマートフォンのトップページ 



避難情報データの流れ 

市町 

市町 県 

公共情報 
コモンズ 

避難勧告 
入稿サーバ 

Y!天気・災害 

避難勧告 
API 

Y!トップ 

市町 

市町 
提携会社 

直接コモンズへ入稿 

県のシステムを介して 
コモンズへ入稿 

FAX/メールなど 

取材 

回答 

Push 

YJアプリ 

防災速報 
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Yahoo!防災速報アプリトップページ 
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2014年2月 
公共情報コモンズと国民保護情報での
連携開始 
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2014年3月 
PC版Yahoo! JAPANトップページにも 
避難情報を掲載 
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（出典）株式会社矢野経済研究所「国内スマートフォン・タブレットに関する調査結果2012」 

国内ハンドセット出荷台数 
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スマホが主役に 
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（出典）総務省「平成24年通信利用動向調査」 

通信機器保有率 

1 「携帯電話・PHS」には、平成21年末以降は携帯情報端末（PDA）も含み、平成22年末以降はスマートフォンを
内数として含む。なお、スマートフォンを除いた場合の保有率は81.2％である。 

2 「スマートフォン」は「携帯電話・PHS」の再掲である。 

スマートフォンが増加 
PCは減少 



今後、考えうるサービス 

火災情報マップ 
帰宅困難者ステーションマップ 
AEDマップ 
耐震性ビルマップ 
避難経路渋滞情報（映像） 
  などなど 
 

近くの避難所までのルート検索は可能 
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情報ニーズ 
・リアルタイムの情報をインターネット

で収集 
 
・普段使い慣れているサイトで情報収集 
 
・インターネット上に、１次情報が必要 
 （デマ対策として） 

瞬時の莫大なアクセス 
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今後公共情報コモンズ 
に期待すること 
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公共情報コモンズの課題と 
今後への期待 

・避難情報の全国的な網羅 

 －情報がない地域に生じる誤解 

 

・日頃からの訓練 

 －昨年の台風上陸時にも公共情報コモンズ
からの情報に混乱がみられた 

 

・取扱い情報の充実 
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東日本大震災の被災地からの検索数 
でわかる人々が求める情報 

 

・特定の日に検索数が上昇したもの 

3月11日：断水、水道、ガス、停電、○○電力、運行情報、災害伝言ダイヤル 

3月12日：給水、○○配給、電話不通、○○炊き出し 

3月13日：ガソリン、バス、風呂、銭湯、温泉 

3月14日：ヨークべニマル、イオン、ダイエー 

3月15日：○○空港、高速バス 

 

・常に検索数の多いワード 
県庁、市役所、役場、地元放送局、地元新聞社、県教育委員会、学校、県警、
各警察署、道路情報、地元主要交通機関 

 

※その他に、地元の公的機関や放送局が安否情報・避難所名簿を発表していると
の情報が広まると安否情報・避難所名簿の検索数も上昇 

 
http://searchblog.yahoo.co.jp/2011/09/post_125.html 
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取扱い情報の充実 
ー求められているライフライン情報ー 

・水の供給場所 

・通行可能道路 

・電気 

・ガス 

・食料品、生活必需品の購入 

・鉄道運行情報 

・ガソリン 

・銭湯 

・電話、電波 
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ご清聴ありがとうございました 
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